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尾花康広は、新人議員のトップバッターと

して一般質問、まず一礼をしたのは、傍聴席

の市民の方々に向かって。その一般質問は、

「調査なくして発言なし」の公明党の伝統精

神に則り、終始現場の実態調査を裏付けとし、

「市民の皆様の代弁者」としての姿勢を貫き、

新人議員を感じさせない堂々とした迫力ある

論戦と評価を頂き、吉田市長やマスコミも思

わず「力強い・・・」とコメントを。 

 

 

◎尾花康広が初登壇 
尾花康広は６月２１日の本会議において、

①高齢者・障がい者の雇用対策の拡充、②高

齢者・障がい者・ひとり親世帯等への各種公

共料金福祉減免策の導入、③アイランドシテ

ィへの「こども成育・危機管理医療センター

（仮称）」建設の必要性について、公明党市

議団を代表して一般質問を行いました。 

 

☆尾花康広の一般質問の効果 

①の質問により、福岡市の外郭団体の２５％

が障がい者法定雇用率未達成や高齢者の定年

後の雇用確保措置が未導入であることが明ら

かになりました。 

今後は「官」の「率先垂範」が求められるこ

とになります。 

そのほかに授産施設や作業所の生産物品の

販路拡大や各種懸賞・表彰制度の事業所選定基

準の中に「障がい者法定雇用率」と「高齢者の

雇用確保措置」の遵守を付け加えることなどが

検討されることになります。   

②の質問により、福岡市が他の政令都市に比

べ、障がい者や高齢者、ひとり親世帯等に対す

る各種公共料金福祉減免対策が不十分である

ことが明確になり、今後、副市長を進行役とし

て、この問題が検討されることになります。 

 

 

③の質問により、事業規模の大きさ故、とか

く税金の使い道が取り質されるアイランドシ

ティについて、将来の税収を得る観点から『シ

ーサイドももち』の先行事例を挙げ、資産価値

を高める必要性に言及しました。 

また、「アイランドシティ及び新病院検証・

検討中間報告」であたかも福岡市東部地域に新

病院は必要ないような記述がなされているこ

とに対して、「新病院基本構想」にある新病院

の定義は、第１次から第３次までの救急患者、

子供から大人までの誰もが３６５日、２４時

間、安心して受診できる病院であり、新病院の

建設は、小さな子供を持つ東区民の悲願であ

り、新病院建設がアイランドシティの「ふくお

か健康未来都市構想」の実現、すでに居住して

いる方への安心にもつながることを強く訴え

ました。 


